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高
精
度
放
射
線
治
療（
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
治
療
）が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！
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〒965-8611　福島県会津若松市鶴賀町１ 番１号   TEL.0242-25-1515

外来受診の予約について   （平日8：30－17：00）

紹介状をお持ちでない方

※紹介状をお持ちでない方の受診予約は各診療科へお問い合わせください。
※診療時に特別の料金として 7,000円を頂きます。

会津中央病院
TEL. 0 2 4 2 - 2 5 - 1 5 1 5（代）

医療機関からのご紹介又は紹介状をお持ちの方

※紹介状をお持ちの方は病診連携室で受診予約を承っております。

会津中央病院　病診連携室
TEL. 0 2 4 2 - 3 3 - 7 1 0 0

   「間食の、すすめ！」

　「栄養の日」があることをご存じでしょうか。2017年に制定され、8/4 が栄養の日、

8/1 ～ 8/7 を栄養週間として、毎年テーマが設けられています。今年のテーマがタイト

ルにある「間食の、すすめ！」です。

　生活が多様化する中、食に関する課題も多様化しています。働くようになると、仕事

の他に趣味や交際範囲が増え「1 日 3 食、規則正しくバランス良く食べる」ことは無理、

と思ったことはありませんか？　しかしこれらが続くことで「栄養不足」となり、時には

意外にも「カロリー不足」にもなってしまいます。そのため、これらの解決手段として、

いわゆる朝昼夕の食事が無理なら、他の時間帯に栄養を補う「間食」に焦点を当てた、

というわけです。皆さんがイメージする間食とは、意味合いが少し違いますね。日本栄

養士会では、どのような場面がこの間食に当てはまるか、10 のケースを想定して挙げ

ています。

 1. 仕事で帰りが遅くなる

 2. 朝はぎりぎりまで寝ている

 3. 在宅ワークが中心となり、外出しない

 4. 夜型の仕事をしている

 5. お酒は強くないけど、飲み会が好き

 6. 休み時間が取れない

 7. 長時間、神経を使う

 8. 夜勤がある

 9. 体を鍛えている

 10. 休日はご褒美デーにしたい

　いかがでしょうか、当てはまるケースはありましたか？珍しいケースばかりではないの

ですが、ただでさえ現代社会においては、この他の様 な々事情や無意識のうちに「栄

養不足」「カロリー不足」になりやすい、と言われています。「1 日 3 食」にこだわらず、

そして「規則正しく」なくても、結果的に「バランス良く」食べるための考え方と手段が今、

変化してきています。
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放
射
線
治
療
は
、
機
器
や
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
進
歩
に
伴
い
急
速
に
発
展

を
遂
げ
て
い
ま
す
。
強
度
変
調
放
射

線
治
療
（IM

RT

）、
定
位
放
射
線
治

療
（SRT

、SBRT

）
と
言
っ
た〝
高

精
度
放
射
線
治
療
（
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

治
療
）〞、が
普
及
し
、有
害
事
象
（
副

作
用
）
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
が
ん

（
腫
瘍
）
を
制
御
す
る
確
率
が
向
上

し
、
多
く
の
部
位
・
病
期
で〝
標
準

治
療
（
第
一
選
択
）〞と
し
て
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
は
、

体
へ
の
負
担
が
少
な
く
、
手
術
や
抗

が
ん
剤
治
療
が
で
き
な
い
よ
う
な
体

調
の
患
者
さ
ん
で
も
治
療
が
で
き
、

ま
た
、基
本
的
に
通
院
で
の
治
療
（
働

き
な
が
ら
の
治
療
）
が
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
超
高
齢
化
、
働
き
手
不

足
が
予
測
さ
れ
て
い
る
日
本
で
は
、

放
射
線
治
療
が
今
後
益
々
重
要
な
が

ん
の
治
療
法
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
当
院
で
は
、
放
射
線
治

療
機
器
をVarian

社
の
高
精
度
放

射
線
治
療
機
器
・TrueBeam

（
図

１
）
に
更
新
し
、
当
院
の
以
前
の
機

器
で
は
出
来
な
か
っ
た〝
高
精
度
放

射
線
治
療
〞が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。TrueBeam

は
、
次
世
代

の
放
射
線
治
療
に
対
応
す
べ
く
開
発

さ
れ
、
高
精
度
放
射
線
治
療
を
安
全

に
、
精
度
を
更
に
高
く
、
短
時
間
・

短
期
間
に
行
う
こ
と
が
可
能
な
、

Varian

社
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
モ
デ

ル
（
最
上
位
機
種
）
で
、
福
島
県
立

医
科
大
学
附
属
病
院
（
医
大
病
院
）

に
導
入
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
機

器
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
高
精
度
放
射
線
治
療
、
い

わ
ゆ
る〝
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
治
療
〞、
に

つ
い
て
少
し
詳
し
く
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

①
強
度
変
調
放
射
線
治
療

　
放
射
線
治
療
計
画
装
置
（
専
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）
に
よ
る
最
適
化
計

算
に
よ
り
、
が
ん
組
織
に
は
多
く
の

放
射
線
量
を
、
隣
接
す
る
正
常
組

織
に
は
放
射
線
量
を
低
く
抑
え
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
治
療
方
法
で
す
。

照
射
す
る
範
囲
を
調
整
す
る
た
め
の

マ
ル
チ
リ
ー
フ
コ
リ
メ
ー
タ
ー
（
図

１
）
と
呼
ば
れ
る
装
置
を
用
い
て
、

が
ん
に
対
し
て
理
想
的
な
放
射
線
量

で
多
方
向
か
ら
放
射
線
を
照
射
す
る

こ
と
に
よ
り
、
が
ん
に
集
中
的
に
照

射
し
ま
す
（
図
２
）。
主
に
、
前
立

腺
が
ん
、
頭
頚
部
が
ん
、
子
宮
が
ん
、

な
ど
の
治
療
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

②
定
位
放
射
線
治
療

　
病
巣
に
対
し
多
方
向
か
ら
放
射
線

を
集
中
さ
せ
、
周
囲
の
正
常
組
織
に

あ
た
る
線
量
を
極
力
減
少
さ
せ
る
方

高
精
度
放
射
線
治
療

（
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
治
療
）
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
！

─
放
─
射
─
線
─
治
─
療
─
科
─

会
津
中
央
病
院

　放
射
線
治
療
科 

梅
宮
和
真

法
で
す
（
図
３
）。
ま
た
、
位
置
の

ず
れ
を
、
脳
や
頭
頸
部
治
療
の
場
合

で
２
㎜
以
内
、
体
幹
部
治
療
の
場
合

で
５
㎜
以
内
に
す
る
事
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
比
較
的
小
さ
な
病
巣
に

有
効
な
治
療
法
で
、
主
に
、
脳
腫
瘍
、

肺
が
ん
、
肝
臓
が
ん
、
骨
転
移
、
な

ど
の
治
療
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

（
①
、②
と
も
、
多
く
の
場
合
、
保
険

が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
詳
し
く
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
）

　
こ
れ
ら
の
治
療
法
を
用
い
る
こ
と

で
、
一
度
に
多
く
の
線
量
を
、
安
全

に
照
射
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
短
期

間
で
治
療
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
寡
分
割
照
射
と
言
い
ま
す
）。

例
え
ば
、
定
位
放
射
線
治
療
で
は
、

早
期
（
１
〜
２
期
）
肺
が
ん
に
対
し

て
は
「
４
回
」、
つ
ま
り
、
月
曜
日
に

始
め
れ
ば
木
曜
日
に
は
治
療
が
終
了

し
ま
す
。
完
治
す
る
確
率
は
手
術
と

ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
小
さ
な
脳
腫
瘍
に

対
し
て
は
「
１
回
」
で
治
療
を
終
え

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
強
度

変
調
放
射
線
治
療
で
は
、
従
来
法
で

は
39
回
（
約
８
週
間
）
の
治
療
が
必

要
だ
っ
た
前
立
腺
が
ん
が
20
回
（
約

４
週
間
）
で
、
25
回
（
約
４
週
間
）

の
治
療
が
必
要
だ
っ
た
乳
房
温
存
手

術
後
の
乳
が
ん
の
治
療
が
16
回
（
約

３
週
間
）
で
、
な
ど
、
大
幅
な
期
間

短
縮
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

Varian True Beam

　
こ
の
様
な
高
精
度
治
療
を
、
安
全

に
、
か
つ
、
円
滑
に
行
う
た
め
に
、

人
員
も
強
化
い
た
し
ま
し
た
。
本
年

７
月
１
日
よ
り
、
放
射
線
治
療
の
世

界
的
指
導
者
で
あ
る
中
野
隆
史
部
長

（
福
島
県
立
医
大
教
授
、
群
馬
大
学

特
別
教
授
）
が
着
任
し
、
現
在
、
常

勤
の
放
射
線
治
療
医
２
名
（
治
療
専

門
医
１
名
）
に
加
え
、
放
射
線
技
師

３
名
、看
護
師
１
名
の
６
名
の
ス
タ
ッ

フ
で
診
療
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
福
島
医
大
病
院
・
放
射
線
治

療
科
と
は
、
専
用
のW

eb

回
線
が

結
ば
れ
て
お
り
、
鈴
木
義
行
主
任
教

授
な
ど
か
ら
放
射
線
治
療
計
画
の

チ
ェ
ッ
ク
や
指
導
を
受
け
て
い
る
ほ

か
、
随
時
、
相
談
が
行
え
る
体
制
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
医
大
病
院
や
、

他
の
一
流
施
設
と
同
様
な
治
療
を
行

え
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
も
う
一
つ
、
最
近
の
放
射

線
治
療
の
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
、〝
免
疫

放
射
線
治
療
〞に
つ
い
て
も
触
れ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
免
疫
治
療
（
免

疫
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
）
が
、

既
に
、
多
く
の
が
ん
の
治
療
に
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？
　
現
在
、
日
本
で
は
、
８
種
類

の
薬
剤
が
、
肺
が
ん
、
乳
が
ん
、
食

道
癌
、
子
宮
頸
が
ん
、
腎
が
ん
、
悪

性
黒
色
腫
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
な
ど

の
治
療
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、

放
射
線
治
療
に
よ
り
が
ん
免
疫
が
増

強
（
活
性
化
）
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、
免
疫
治
療
と
放
射
線
治

療
を
一
緒
に
行
う〝
免
疫
放
射
線
療

法
〞に
よ
り
、
３
期
肺
が
ん
の
生
存

率
が
大
幅
に
向
上
し
、
現
在
、
日
本

を
含
め
世
界
中
で
、
３
期
肺
が
ん
標

準
治
療
（
第
一
選
択
）
と
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
医
大
病
院
・
放
射
線

治
療
科
の
鈴
木
教
授
ら
は
、
こ
の〝

免
疫
放
射
線
治
療
〞の
研
究
で
は
日

本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
が
あ
り
、

当
院
で
も
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
積

極
的
に
導
入
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
会
津
地
域
の〝
放
射
線
治
療
の
拠

点
〞と
し
て
、
皆
様
が
安
心
し
て
放

射
線
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
ス

タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
、
日
々
、
診
療

に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
益
々
の
ご

支
援
・
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

放射線治療科スタッフ。向って左から　櫻井卓人技師、五十嵐康裕技師、中野隆史先生、梅宮和真先生、瀧澤諒哉技師。
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マルチリーフコリメーター

　
放
射
線
治
療
は
、
機
器
や
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
進
歩
に
伴
い
急
速
に
発
展

を
遂
げ
て
い
ま
す
。
強
度
変
調
放
射

線
治
療
（IM

RT

）、
定
位
放
射
線
治

療
（SRT

、SBRT

）
と
言
っ
た〝
高

精
度
放
射
線
治
療
（
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

治
療
）〞、が
普
及
し
、有
害
事
象
（
副

作
用
）
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
が
ん

（
腫
瘍
）
を
制
御
す
る
確
率
が
向
上

し
、
多
く
の
部
位
・
病
期
で〝
標
準

治
療
（
第
一
選
択
）〞と
し
て
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
は
、

体
へ
の
負
担
が
少
な
く
、
手
術
や
抗

が
ん
剤
治
療
が
で
き
な
い
よ
う
な
体

調
の
患
者
さ
ん
で
も
治
療
が
で
き
、

ま
た
、基
本
的
に
通
院
で
の
治
療
（
働

き
な
が
ら
の
治
療
）
が
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
超
高
齢
化
、
働
き
手
不

足
が
予
測
さ
れ
て
い
る
日
本
で
は
、

放
射
線
治
療
が
今
後
益
々
重
要
な
が

ん
の
治
療
法
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
当
院
で
は
、
放
射
線
治

療
機
器
をVarian

社
の
高
精
度
放

射
線
治
療
機
器
・TrueBeam

（
図

１
）
に
更
新
し
、
当
院
の
以
前
の
機

器
で
は
出
来
な
か
っ
た〝
高
精
度
放

射
線
治
療
〞が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。TrueBeam

は
、
次
世
代

の
放
射
線
治
療
に
対
応
す
べ
く
開
発

さ
れ
、
高
精
度
放
射
線
治
療
を
安
全

に
、
精
度
を
更
に
高
く
、
短
時
間
・

短
期
間
に
行
う
こ
と
が
可
能
な
、

Varian

社
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
モ
デ

ル
（
最
上
位
機
種
）
で
、
福
島
県
立

医
科
大
学
附
属
病
院
（
医
大
病
院
）

に
導
入
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
機

器
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
高
精
度
放
射
線
治
療
、
い

わ
ゆ
る〝
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
治
療
〞、
に

つ
い
て
少
し
詳
し
く
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

①
強
度
変
調
放
射
線
治
療

　
放
射
線
治
療
計
画
装
置
（
専
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）
に
よ
る
最
適
化
計

算
に
よ
り
、
が
ん
組
織
に
は
多
く
の

放
射
線
量
を
、
隣
接
す
る
正
常
組

織
に
は
放
射
線
量
を
低
く
抑
え
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
治
療
方
法
で
す
。

照
射
す
る
範
囲
を
調
整
す
る
た
め
の

マ
ル
チ
リ
ー
フ
コ
リ
メ
ー
タ
ー
（
図

１
）
と
呼
ば
れ
る
装
置
を
用
い
て
、

が
ん
に
対
し
て
理
想
的
な
放
射
線
量

で
多
方
向
か
ら
放
射
線
を
照
射
す
る

こ
と
に
よ
り
、
が
ん
に
集
中
的
に
照

射
し
ま
す
（
図
２
）。
主
に
、
前
立

腺
が
ん
、
頭
頚
部
が
ん
、
子
宮
が
ん
、

な
ど
の
治
療
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

②
定
位
放
射
線
治
療

　
病
巣
に
対
し
多
方
向
か
ら
放
射
線

を
集
中
さ
せ
、
周
囲
の
正
常
組
織
に

あ
た
る
線
量
を
極
力
減
少
さ
せ
る
方

法
で
す
（
図
３
）。
ま
た
、
位
置
の

ず
れ
を
、
脳
や
頭
頸
部
治
療
の
場
合

で
２
㎜
以
内
、
体
幹
部
治
療
の
場
合

で
５
㎜
以
内
に
す
る
事
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
比
較
的
小
さ
な
病
巣
に

有
効
な
治
療
法
で
、
主
に
、
脳
腫
瘍
、

肺
が
ん
、
肝
臓
が
ん
、
骨
転
移
、
な

ど
の
治
療
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

（
①
、②
と
も
、
多
く
の
場
合
、
保
険

が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
詳
し
く
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
）

　
こ
れ
ら
の
治
療
法
を
用
い
る
こ
と

で
、
一
度
に
多
く
の
線
量
を
、
安
全

に
照
射
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
短
期

間
で
治
療
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
寡
分
割
照
射
と
言
い
ま
す
）。

例
え
ば
、
定
位
放
射
線
治
療
で
は
、

早
期
（
１
〜
２
期
）
肺
が
ん
に
対
し

て
は
「
４
回
」、
つ
ま
り
、
月
曜
日
に

始
め
れ
ば
木
曜
日
に
は
治
療
が
終
了

し
ま
す
。
完
治
す
る
確
率
は
手
術
と

ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
小
さ
な
脳
腫
瘍
に

対
し
て
は
「
１
回
」
で
治
療
を
終
え

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
強
度

変
調
放
射
線
治
療
で
は
、
従
来
法
で

は
39
回
（
約
８
週
間
）
の
治
療
が
必

要
だ
っ
た
前
立
腺
が
ん
が
20
回
（
約

４
週
間
）
で
、
25
回
（
約
４
週
間
）

の
治
療
が
必
要
だ
っ
た
乳
房
温
存
手

術
後
の
乳
が
ん
の
治
療
が
16
回
（
約

３
週
間
）
で
、
な
ど
、
大
幅
な
期
間

短
縮
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
高
精
度
治
療
を
、
安
全

に
、
か
つ
、
円
滑
に
行
う
た
め
に
、

人
員
も
強
化
い
た
し
ま
し
た
。
本
年

７
月
１
日
よ
り
、
放
射
線
治
療
の
世

界
的
指
導
者
で
あ
る
中
野
隆
史
部
長

（
福
島
県
立
医
大
教
授
、
群
馬
大
学

特
別
教
授
）
が
着
任
し
、
現
在
、
常

勤
の
放
射
線
治
療
医
２
名
（
治
療
専

門
医
１
名
）
に
加
え
、
放
射
線
技
師

３
名
、看
護
師
１
名
の
６
名
の
ス
タ
ッ

フ
で
診
療
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
福
島
医
大
病
院
・
放
射
線
治

療
科
と
は
、
専
用
のW

eb

回
線
が

結
ば
れ
て
お
り
、
鈴
木
義
行
主
任
教

授
な
ど
か
ら
放
射
線
治
療
計
画
の

チ
ェ
ッ
ク
や
指
導
を
受
け
て
い
る
ほ

か
、
随
時
、
相
談
が
行
え
る
体
制
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
医
大
病
院
や
、

他
の
一
流
施
設
と
同
様
な
治
療
を
行

え
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
も
う
一
つ
、
最
近
の
放
射

線
治
療
の
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
、〝
免
疫

放
射
線
治
療
〞に
つ
い
て
も
触
れ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
免
疫
治
療
（
免

疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
）
が
、

既
に
、
多
く
の
が
ん
の
治
療
に
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？
　
現
在
、
日
本
で
は
、
８
種
類

の
薬
剤
が
、
肺
が
ん
、
乳
が
ん
、
食

道
癌
、
子
宮
頸
が
ん
、
腎
が
ん
、
悪

性
黒
色
腫
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
な
ど

の
治
療
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、

放
射
線
治
療
に
よ
り
が
ん
免
疫
が
増

強
（
活
性
化
）
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、
免
疫
治
療
と
放
射
線
治

療
を
一
緒
に
行
う〝
免
疫
放
射
線
療

法
〞に
よ
り
、
３
期
肺
が
ん
の
生
存

率
が
大
幅
に
向
上
し
、
現
在
、
日
本

を
含
め
世
界
中
で
、
３
期
肺
が
ん
標

準
治
療
（
第
一
選
択
）
と
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
医
大
病
院
・
放
射
線

治
療
科
の
鈴
木
教
授
ら
は
、
こ
の〝

免
疫
放
射
線
治
療
〞の
研
究
で
は
日

本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
が
あ
り
、

当
院
で
も
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
積

極
的
に
導
入
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
会
津
地
域
の〝
放
射
線
治
療
の
拠

点
〞と
し
て
、
皆
様
が
安
心
し
て
放

射
線
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
ス

タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
、
日
々
、
診
療

に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
益
々
の
ご

支
援
・
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

図1／当院・放射線治療科に導入された、Varian社製高精度放射線治療機器「TrueBeam®」

図2／強度変調放射線治療の治療計画の一例（前立腺がん）

図3／定位放射線治療の治療計画の一例（転移性脳腫瘍）
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一
期
一
会
の

移
り
ゆ
く

美
し
い
風
景

雄 国 沼
OGU N I N U M A

七色に輝く雄大な自然パノラマ
初夏にはワタスゲやニッコウキスゲ、秋には紅葉

美しい雄国沼を楽しむ

雄国山
▲

1271.2

1335

（3.3km）

（2km）

（5.5km）

猫魔ヶ岳
▲

1404.0

磐梯山
1816
▲

●
裏磐梯

猫魔スキー場

ア
ル
ツ
磐
梯

ス
キ
ー
場
●

裏磐梯
スキー場

　
雄
国
沼
は
福
島
県
北
塩
原
村
に
位

置
す
る
湖
沼
で
あ
り
、
磐
梯
朝
日
国

立
公
園
内
に
存
在
し
ま
す
。
こ
の
湖

沼
は
湿
原
エ
リ
ア
で
、
特
に
ニ
ッ
コ

ウ
キ
ス
ゲ
の
大
規
模
な
群
落
が
見
ら

れ
る
こ
と
で
有
名
で
す
。
ニ
ッ
コ
ウ
キ

ス
ゲ
は
美
し
い
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
、

湿
原
地
帯
に
特
有
の
植
物
で
す
。

　
雄
国
沼
は
そ
の
貴
重
な
自
然
景
観

と
湿
原
植
物
群
落
の
保
存
に
貢
献
す

る
重
要
な
場
所
で
あ
り
、
そ
の
価
値

を
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
湿
原

植
物
群
落
は
「
雄
国
沼
湿
原
植
物
群

落
」
と
し
て
、
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
自
然

環
境
の
保
護
と
維
持
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
雄
国
沼
の
美
し
い
景
観
と
自
然
の

豊
か
さ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
場

所
と
し
て
、
自
然
愛
好
家
や
観
光
客

に
と
っ
て
魅
力
的
な
場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
ア
ク
セ
ス

雄
国
沼
湿
原
へ
は
裏
磐
梯
側
か
ら
の

３
箇
所
、喜
多
方
側
か
ら
の
１
箇
所

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

①
雄
国
パ
ノ
ラ
マ
探
勝
路
か
ら
雄
国

沼
湿
原
ま
で

▪
全
長
：
６
㎞（
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
駐

車
場
）

▪
所
要
時
間（
片
道
）：２
時
間
10
分

　
〜
２
時
間
30
分

▪
難
易
度
：
中
級

②
雄
国
せ
せ
ら
ぎ
探
勝
路
か
ら
雄
国

沼
湿
原
ま
で

▪
全
長
：５
㎞（
雄
子
沢
川
駐
車
場
）

▪
所
要
時
間（
片
道
）：１
時
間
50
分

▪
難
易
度
：
初
級
〜
中
級

③
猫
魔
ヶ
岳
や
ま
び
こ
探
勝
路
か
ら

雄
国
沼
湿
原
ま
で

▪
全
長
：
5.5
㎞（
八
方
台
登
山
口
の
駐

車
場
）

▪
所
要
時
間（
片
道
）：２
時
間
20
分

　
〜
２
時
間
40
分

▪
難
易
度
：
中
級
〜
上
級

④
金
沢
峠
又
は
雄
国
萩
平
駐
車
場
か

ら
雄
国
沼
湿
原
ま
で

▪
全
長
：２
㎞（
雄
国
萩
平
駐
車
場
）

▪
所
要
時
間（
片
道
）：１
時
間

▪
難
易
度
：
初
級
〜
中
級

雄国せせらぎ探勝路

磐梯山登山道

マイカー規制
猫魔岳やまびこ探勝路

猫魔八方台入口

雄子沢入口

猫
石
▲

WC

WC

雄
国
沼
湿
原

植
物
群
落

雄国沼

●

1,000m

至喜多方

至喜多方 至磐梯高原駅

至塩川

金沢峠

雄国沼休憩舎

WC

P

P

N459

磐梯山
ゴールドライン

雄国沼湿原には約 800m の遊歩道が整備されている。透き通った水が美しい
雄国沼や季節ごとの植物、雄大な山々の大パノラマをみることができる。

雄国沼湿原探勝路

＊金沢峠からのアクセスは、急な階段を10分ほど下れば雄国沼湿
原の遊歩道に出ることができます。ただし、ニッコウキスゲ等の開
花時期はマイカー規制となり、雄国萩平駐車場から金沢峠までシャ
トルバスでの移動となります。

0.8㎞全長
木道１周

約
▪所要時間：約30分
▪難易度：初級
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会
津
中
央
病
院

　泌
尿
器
科
医
師 

上
田 

貴
之

前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て

資格
日本泌尿器科学会　専門医
da Vinci Certificate
緩和ケア研修会修了
身体障害者福祉法第15条　指定医（膀胱ま
たは直腸機能障害の診断）
日本アイソトープ協会　塩化ラジウム注
射液（Ra-223）を用いたRI内用療法安全取
扱講習会修了
ボトックス講習・実技セミナー終了
臨床研修指導医

所属学会
日本泌尿器科学会
日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会
日本排尿機能学会
日本性機能学会

　
前
立
腺
は
膀
胱
の
下
に
位
置
し
、

男
性
の
み
に
存
在
す
る
臓
器
で
す
。

前
立
腺
が
ん
は
男
性
で
最
も
多
い

が
ん
で
あ
り
、
９
人
に
１
人
が
こ
の

疾
患
に
罹
患
し
ま
す
。早
期
の
前
立

腺
が
ん
は
多
く
の
場
合
、
自
覚
症
状

が
現
れ
ま
せ
ん
。前
立
腺
が
ん
の
主

な
検
査
方
法
に
は
、
血
液
検
査
で
行

わ
れ
る
P
S
A
検
査
や
、
肛
門
か

ら
前
立
腺
の
状
態
を
触
診
す
る
直

腸
診
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
検
査

【
主
な
検
査
の
種
類
】

● 

P 

S 

A（
前
立
腺
特
異
抗
原
）検
査

　
P
S
A
検
査
は
、
血
液
検
査
で
前

立
腺
が
ん
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
経

過
観
察
で
行
わ
れ
る
検
査
で
す
。ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
と
は
、
前
立
腺
が
ん

の
可
能
性
が
あ
る
人
を
見
つ
け
る
た

め
の
検
査
で
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
り
ま
す
。前
立
腺
か
ら
分
泌
さ
れ

る
P
S
A
タ
ン
パ
ク
と
い
う
物
質
が

血
液
中
に
ど
れ
だ
け
存
在
す
る
か
を

測
定
し
ま
す
。

● 

直
腸
診

　
医
師
が
手
袋
を
つ
け
て
指
を
肛
門

に
挿
入
し
、前
立
腺
を
触
診
し
て
異
常

を
探
る
検
査
で
す
。異
常
な
硬
さ
や
大

き
さ
、コ
ブ
や
し
こ
り
な
ど
を
確
認
し

ま
す
。

● 

経
直
腸
エ
コ
ー
検
査

　
超
音
波
を
使
っ
て
前
立
腺
の
内
部
を

観
察
す
る
方
法
で
す
。こ
れ
に
よ
り
前

立
腺
の
形
状
や
大
き
さ
、
異
常
な
領
域

の
有
無
が
確
認
で
き
ま
す
。

● 

前
立
腺
生
検

　
前
立
腺
組
織
の
一
部
を
摘
出
し
て

病
理
検
査
を
行
う
手
順
で
す
。異
常
が

疑
わ
れ
る
領
域
に
針
を
挿
入
し
、組
織

サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
ま
す
。こ
の
組
織

サ
ン
プ
ル
を
解
析
す
る
こ
と
で
、前
立

腺
が
ん
の
有
無
や
悪
性
度
を
確
定
し

ま
す
。

● 

画
像
検
査

　

M
R
I（
磁
気
共
鳴
画
像
検
査
）や

C
T
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
）
が

使
用
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
検
査
は
前

立
腺
が
ん
の
詳
細
な
位
置
や
周
囲
の

組
織
へ
の
広
が
り
を
評
価
す
る
た
め

に
行
わ
れ
ま
す
。

で
異
常
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
経
直

腸
エ
コ
ー
検
査
や
前
立
腺
生
検
、

画
像
検
査
な
ど
の
精
密
検
査
が
勧

め
ら
れ
ま
す
。

　
精
密
検
査
で
前
立
腺
が
ん
の
診

断
と
な
っ
た
場
合
、
病
理
検
査
の
分

類
で
、悪
性
度（Gleason Score; 

グ

リ
ソ
ン
ス
コ
ア
）
が
分
か
り
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
は
５
年
生
存
率
99
％

と
長
生
き
で
き
る
可
能
性
が
高
い

が
ん
で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
の
悪
性

度
に
よ
り
治
療
方
法
が
大
き
く
左

右
さ
れ
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
の
診
断
の
後
、
ま
ず

は
転
移
が
あ
る
か
な
い
か
を
２
つ
の

検
査
で
行
い
ま
す
。前
立
腺
が
ん
の

転
移
は「
骨
」に
最
も
多
く
、
骨
シ
ン

チ
と
い
う
検
査
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

ま
た
、
内
臓
へ
の
転
移
や
リ
ン
パ
節
へ

の
転
移
が
な
い
か
は
C
T
を
撮
影

し
ま
す
。

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査（
P
S
A
検
査
）

二
次
検
査

（
超
音
波
・
直
腸
診
・
画
像
検
査
）

前
立
腺
生
検
検
査

陽性
PSA

4ng/ml 以上

陰性
PSA

0～4ng/ml
陰性

陰性

陰性

陽性 陽性

陽性
前立腺がん

経過観察

前立腺肥大
or

経過観察

T a k a y u k i  U e d a
p r o fi l e

前立腺のがん検診（PSA 検査）
　市区町村から委託を受けた医療機関などで受けることができます。対象となる年齢や実施時期、費用負担は自治体によって
異なりますので、お住まいの自治体のがん検診担当窓口にお尋ねください。例えば、会津若松市での前立腺がん検診は、50 から
74 歳の偶数年齢の男性が対象で 400 円～ 500 円の自己負担額で検査可能です。

前
立
腺
が
ん
の
主
な
治
療
法

　
標
準
治
療
は
大
き
く
分
け
て
、

①
前
立
腺
全
摘
術
　
②
放
射
線
治
療

③
ホ
ル
モ
ン
治
療
　
④
経
過
観
察
の

４
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
元
気
さ
で
あ
っ
た

り
、
病
歴
や
薬
、
人
生
観
、
ご
家

族
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
、
そ
し

て
前
立
腺
が
ん
の
悪
性
度
や
転
移

の
有
無
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
要

素
か
ら
最
適
な
治
療
法
を
相
談
し

て
い
き
ま
す
。

転
移
が
な
い
場
合

　
転
移
が
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
、

先
に
挙
げ
た
①
前
立
腺
全
摘
術

②
放
射
線
治
療
　
③
ホ
ル
モ
ン
治
療

④
経
過
観
察
の
中
か
ら
、
患
者
さ

ん
に
向
い
て
い
る
治
療
を
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
患
者
さ
ん
の
希

望
に
合
わ
せ
て
治
療
を
選
択
し
ま

す
。

転
移
が
あ
る
場
合

　
転
移
が
見
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
、
が
ん
を
手
術
で
す
べ
て

取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、 

①
前
立
腺
全
摘
術
や

②
放
射
線
治
療
で
は
寿
命
を
の
ば

す
こ
と
が
で
き
ず
、  

③
ホ
ル
モ
ン

治
療
な
ど
薬
剤
に
よ
る
治
療
を
メ

イ
ン
に
相
談
し
て
い
き
ま
す
。

前立腺内にとどまるがん

経過観察

手術（全摘手術）

放射線治療

ホルモン療法

中間リスク 高リスク

被膜を超えて
広がったがん

精囊又は近くの
臓器に及んだがん

リンパ節転移、遠隔
転移があるがん

低リスク

【
主
な
治
療
の
種
類
】

● 
手
術（
外
科
治
療
）

　
２
０
１
２
年
に
前
立
腺
全
摘
術
が

初
め
て
保
険
適
応
に
な
っ
て
か
ら
は
内

視
鏡
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
（da Vinci

）

に
よ
る
手
術
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま

す
。

● 

放
射
線
治
療

　
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
X
線
や
電
子
線

を
照
射
し
て
が
ん
細
胞
を
傷
害
し
、
が

ん
を
小
さ
く
す
る
療
法
で
す
。外
照
射

療
法
と
組
織
内
照
射
療
法
が
あ
り
ま

す
。

● 

ホ
ル
モ
ン
療
法（
薬
物
療
法
）

　
ホ
ル
モ
ン
療
法
は
手
術
や
放
射
線
治

療
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
場
合
や
、
が

ん
が
ほ
か
の
臓
器
に
転
移
し
た
場
合
な

ど
に
行
わ
れ
ま
す
。

● 

経
過
観
察（
監
視
療
法
）

　
前
立
腺
生
検
で
見
つ
か
っ
た
が
ん
が

お
と
な
し
く
、
治
療
を
開
始
し
な
く
て

も
余
命
に
影
響
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る

場
合
に
経
過
観
察
を
行
い
な
が
ら
過
剰

な
治
療
を
防
ぐ
方
法
で
す
。

前立腺がん診断の流れ

初期治療の流れ

前立腺がんの主な検査は、PSA 検査と直腸診です。これらの検査で
前立腺がんが疑われる場合は、経直腸エコーや前立腺生検を行います。
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手
術（
全
摘
手
術
）と

放
射
線
治
療
に
つ
い
て

　
転
移
が
な
く
、
悪
性
度
の
高
い
方

や
、
患
者
層
の
中
で
比
較
的
若
い
方

で
あ
れ
ば
、①
前
立
腺
全
摘
術
や
②

放
射
線
治
療
を
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
く
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。２

つ
の
治
療
で
、
が
ん
の
根
治
性
に
差

は
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
理

解
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
望
ま
し

と
考
え
ま
す
。メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
は
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。個
人
的
な
印
象
で
は
あ
り

ま
す
が
、
前
立
腺
全
摘
術
の
一
番
の

デ
メ
リ
ッ
ト
は
尿
漏
れ
、
放
射
線
治

療
は
血
尿
・
血
便
で
す
。

①
前
立
腺
全
摘
術
に
つ
い
て

　
当
院
で
は
、
内
視
鏡
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト da Vinci

（
ダ
ビ
ン
チ
）
に
よ

る
手
術
が
可
能
で
す
。日
本
に
お
け
る

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
、２
０
１
２
年

に
前
立
腺
全
摘
術
で
初
め
て
保
険
適

応
と
な
り
、
す
で
に
十
分
な
実
績
が

あ
り
ま
す
。古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

開
腹
手
術
と
比
較
し
、体
へ
の
負
担
が

少
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。前

立
腺
が
ん
全
摘
術
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は

尿
漏
れ
で
す
が
、尿
漏
れ
は
、術
後
１

年
で
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
１
日
１
枚
以
下

ま
で
改
善
す
る
方
が
８
〜
９
割
で

す
。メ
リ
ッ
ト
は
、
が
ん
が
身
体
か
ら

明
ら
か
に
取
り
除
か
れ
る「
ス
ッ
キ
リ

感
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。手
術
は

４
〜
６
時
間
前
後
、
入
院
は
２
週
間

が
目
安
に
な
り
ま
す
。

②
放
射
線
治
療
に
つ
い
て

　
強
度
変
調
放
射
線
治
療
（IM

RT

）

に
よ
る
治
療
が
可
能
で
す
。従
来
の
放

射
線
照
射
と
比
べ
、
合
併
症
を
軽
減

し
な
が
ら
根
治
性
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

放
射
線
治
療
に
よ
る
、
血
尿
・
血
便

で
す
が
、
確
率
は
５
％
以
下
と
言
わ

れ
、IM

RT

（
強
度
変
調
放
射
線
治
療
）

の
治
療
に
よ
り
さ
ら
に
少
な
く
な
っ

て
い
る
印
象
で
す
。こ
の
合
併
症
に

な
っ
て
し
ま
う
と
、患
者
さ
ん
の
生
活

の
質
を
著
し
く
悪
化
さ
せ
ま
す
。放

射
線
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
は
、身
体
に
傷

を
つ
け
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。約
１

〜
２
ヶ
月
の
間
、
平
日
毎
日
30
分
か

ら
１
時
間
ず
つ
照
射
し
て
い
き
ま
す
。

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
た
医
療
の
提
供
を
重
視

　
当
院
で
は
、患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り

に
合
わ
せ
た
医
療
の
提
供
を
重
視
し

て
い
ま
す
。患
者
さ
ん
の
状
況
や
検
査

結
果
、リ
ス
ク
分
類
、年
齢
な
ど
を
考

慮
し
、
最
適
な
治
療
方
法
を
選
択
し

て
い
ま
す
。ま
た
、
身
体
が
不
自
由
な

方
や
通
院
手
段
に
制
限
が
あ
る
方
、

遠
方
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
な
ど
、
治

療
に
対
す
る
希
望
や
考
え
方
を
お
伝

え
い
た
だ
け
れ
ば
、そ
れ
を
考
慮
し
な

が
ら
治
療
方
針
を
決
定
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、
他
院
へ
の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
を
ご
希
望
の
場
合
や
、治
療
が

安
定
し
た
患
者
さ
ん
の
近
医
へ
の
紹

介
な
ど
も
、
お
気
兼
ね
な
く
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。私
た
ち
は
患
者
さ
ん
の

最
善
の
利
益
を
考
え
、
質
の
高
い
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て

必
要
な
サ
ポ
ー
ト
や
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。

会
津
中
央
病
院 

泌
尿
器
科

泌
尿
器
科
で
は
、
膀
胱
が
ん
や
前

立
腺
が
ん
な
ど
の
悪
性
疾
患
の
ほ

か
、
尿
路
感
染
症
、
急
性
腎
不
全
、

尿
路
結
石
、
尿
閉
、
外
傷（
事
故
な

ど
）、悪
性
疾
患
、人
工
透
析
、シ
ャ

ン
ト
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
様
々
な
疾
患

に
幅
広
く
対
応
し
て
お
り
ま
す
。ど

の
疾
患
に
お
い
て
も
治
療
を
行
う

上
で
、先
端
の
設
備
、薬
剤
を
備
え

て
お
り
ま
す
。手
術
に
お
い
て
は
、

日
本
医
科
大
学
泌
尿
器
科
と
連
携

し
て
お
り
、資
格
保
有
者
に
よ
る
手

術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 月 火 水 木 金 土

午前
長　　沢

柴　　崎

検査・手術 検査・手術 検査・手術 検査・手術
長　　沢

上　　田
上　　田 柳 交　替

交　替

濵﨑（長沢）

上　　田
午後

長沢　正人 Masato Nagasawa（常勤医師　泌尿器科 部長）
上田　貴之 Takayuki Ueda（常勤医師　泌尿器科医師）
濵﨑　務 Tsutomu Hamasaki（非常勤医師　日本医科大学泌尿器科　准教授）
柳　　雅人 Masato Yanagi　（非常勤医師　日本医科大学泌尿器科　講師）
柴崎　幹生 Mikio Shibasaki（非常勤医師　日本医科大学泌尿器科　助教）

泌尿器科 診療担当表

日本医科大学と連携して資格保有者による手術を行っております。

内視鏡手術支援ロボット（da Vinci）手術は、精密なカメラや鉗子を持つ手術用ロボット
を遠隔操作して行う方法です。

スタッフ紹介

会津中央病院　病診連携室

TEL0242-33-7100（平日17：00まで）ご紹介状をお持ちの方は病診連携室で
外来受診のご予約ができます。

写真に向かって左から　濵﨑  務先生、上田  貴之先生、長沢  正人先生、
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■黒毛和種（くろげわしゅ）

　体色は黒色で肉質にすぐれ、日本の和
牛の 90％を占め、全国的に飼育されて
います。 その和牛の中でも有名な黒毛和
牛（正式には黒毛和種牛）は、国産牛
の４割弱（牛肉全体の 15％）程度を占
めるにすぎません。松阪、神戸、近江な
どの有名ブランドはすべて黒毛和牛です。

■褐毛和種（あかげわしゅ）

　主産地は熊本県、高知県です。骨太（ほ
ねぶと）で体格（たいかく）がよく、成
長も早く、特に暑さに強いのが特色です。

■日本短角種（にほんたんかくしゅ）

　主産地は岩手県、青森県、秋田県です。
毛色は褐色（かっしょく）で、手間がか
からず成長が早く、放牧に向いています。

■無角和種（むかくわしゅ）

　主産地は山口県です。黒牛で、角がな
く、体全体が丸みを帯び、太ももの厚（あ
つ）い肉用牛らしい体形が特徴です。

和 牛 の 種 類 牛
肉
の
は
な
し

　
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
売
ら
れ
て
い
る

肉
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ラ
ベ
ル
に
は
色
々
な

情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ベ

ル
に
は
、
部
位
の
他
、
国
産
牛
や
和

牛
と
い
っ
た
表
示
、
外
国
種
で
あ
れ

ば
ア
メ
リ
カ
産
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
産

と
い
う
表
示
さ
れ
、
食
品
衛
生
法
や

JAS

法
な
ど
で
そ
の
ル
ー
ル
は
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
国
産
牛
と
呼
ば
れ

る
も
の
に
は
大
き
く「
和
牛
」「
乳
牛
」

「
交
雑
種
」
の
３
種
類
に
わ
け
ら
れ

ま
す
が
、
和
牛
と
名
乗
っ
て
良
い
の

は
、
黒
毛
和
種
・
褐
毛
和
種
・
日

本
短
角
種
・
無
角
和
種
の
４
品
種
だ

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の

４
品
種
以
外
の
国
産
牛
は
す
べ
て
国

産
牛
と
呼
ば
れ
、
和
牛
と
国
産
牛
で

は
全
然
違
う
種
類
の
肉
と
な
っ
て
い

ま
す
。

国
産
牛
と
呼
ば
れ
る

肉
の
大
半
は
、乳
牛
と
交
雑
種

　
そ
の
国
産
牛
と
呼
ば
れ
る
肉
の
種

類
で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
大
き

く
分
け
て
次
の
２
種
類
で
、乳
牛
（
主

に
雄
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
）
と
交
雑

種
（
父
（
黒
毛
和
種
）＋
母
（
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
種
））
と
な
り
ま
す
。
乳
牛

は
主
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
と
な
り
ま

す
が
、
メ
ス
は
搾
乳
用
、
オ
ス
は
食

肉
用
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
交
雑
種

が
出
来
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
種
の
メ
ス
が
牛
乳
を
生

産
す
る
の
に
、
ど
う
し
て
も
子
供
を

産
ま
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
品
種
が

必
要
で
な
い
場
合
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
種
の
メ
ス
に
高
く
売
れ
る
黒
毛
和

種
の
種
を
つ
け
て
交
雑
種
を
作
り
食

肉
用
と
し
て
出
荷
し
て
い
く
事
に
な

り
ま
す
。
よ
っ
て
、
国
産
牛
と
呼
ば

れ
る
肉
の
ほ
と
ん
ど
は
、
乳
牛
（
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
種
）
か
交
雑
種
と
い
う

事
に
な
り
ま
す
。
交
雑
種
は
生
産
コ

ス
ト
を
引
き
下
げ
、 

肉
質
の
向
上
を

目
的
に
交
配
さ
せ
た
品
種
で
す
。

原
産
地
は
飼
養
期
間
の

長
い
場
所

　
牛
の
原
産
地
に
関
し
て
は
、
最
も

飼
養
期
間
の
長
い
場
所
で
の
事
を
言

い
ま
す
。
子
牛
を
海
外
か
ら
輸
入
し

国産牛

和　牛 交雑種 乳　牛

外国産牛（輸入牛）

黒毛和種 褐毛和種 日本短角種 無角和種

和牛と
国産牛の
違い

て
日
本
で
育
て
ら
れ
た
場
合
で
も
飼

養
期
間
が
日
本
の
方
が
長
け
れ
ば
、

国
産
と
い
う
事
で
表
示
さ
れ
る
事
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
牛
に
は
個
体
識

別
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、

一
頭
の
牛
を
生
涯
唯
一
の
番
号
で
識

別
・
管
理
し
牛
の
異
動
履
歴
が
把
握

す
る
事
が
で
き
ま
す
。BSE

緊
急
対

策
と
し
て
、
全
国
の
す
べ
て
の
牛
に

対
し
て
固
有
番
号
を
付
し
た
識
別
耳

標
の
装
着
を
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主な牛肉の部位
■肩ロース
　肩から背中にかけての長いロース肉で、最も頭に
近い部分になります。きめは細かく、風味が良く や
わらかいのが特長です。しゃぶしゃぶ、すきやきに
適しています。大きくカットしてステーキとして料理さ
れます。

■サーロイン
　腰の上部の柔らかい肉で、特徴ヒレについで柔ら
かく、肉質きめが細かく脂の上質な旨みをともなった
牛の最高部位のひとつです。ステーキとしてよく使わ
れます。

■ヒ　　レ
　サーロインの内側にある細長い部分で、最も柔ら
かい肉質できめが細かく脂肪・筋がほとんどありませ
ん。大きな牛でもわずかしか取れないので貴重な最
高級肉です。英語ではテンダーロインとも言います。
その中心部はシャトーブリアンとも呼ばれています。

■バ　　ラ
　繊維質や筋膜が多く、粗く硬めで赤身と脂肪が層
になっており、煮込み料理から焼き肉・すき焼きま
で幅広く使用できます。

■モモ肉（内モモ）
　後ろ股の付け根の内側に位置する部位の事です。 
牛肉の部位の中でも脂肪分が少なく　脂の苦手な方
にもあっさり食べれます

T a l k  o f  b e e f



　会津中央病院の放射線科に、放射線治療の世界的指導者である
中野隆史先生が着任いたしました。放射線科は、現在、常勤の放射
線治療医 2 名（治療専門医 1名）に加え、放射線技師 3 名、看護
師1名の６名のスタッフで診療にあたっております。
　中野先生は、群馬大学大学院医学系研究科放射線医学専攻修了。
群馬大学医学部放射線医学教室、放射線医学総合研究所勤務を経
て、2000 年群馬大学医学部放射線医学教室教授に就任。その後、
2009 年群馬大学重粒子線医学研究センター長、2018 年群馬大学
副学長、特別教授、名誉教授。2019 年に国立研究開発法人量子
科学技術研究開発機構量子医学・医療部門長兼放射線医学総合研
究所長、量子生命・医学部門長になど様々な機関でご活躍されてき
ました。

　診療所やクリニックなどで、検査や治療が必
要と判断された場合、紹介状が発行されます。
当院では、各外来の受診予約や医療機関のご
紹介など、患者さんがいつでも安心して受診で
き、質の高い医療が提供できるよう体制を整え
ております。会津中央病院　病診連携室では、
紹介状をお持ちの患者さんの受診の予約、医
療施設からの画像検査のご依頼、セカンドオピ
ニオンの予約など、地域の医療機関より紹介さ
れた患者さんが迅速に安心して受診できるよう
連携窓口を設けております。

　ヘアドネーションとは、髪の毛（ヘア）と寄付（ドネー
ション）を合わせた言葉で、がんなどの病気や事故によ
る怪我が原因で髪に悩みを持つ方々にウィッグを作る
ため、長く伸びた髪の毛を寄付する活動のことです。
　抗がん剤などの副作用による、脱毛症などで髪に悩
みを抱える方々のアピアランスケアとして重要な役割を
担っています。それに伴いヘアドネーションの活動も広
がりつつありますが、ヘアドネーションという言葉は知っ
ていても、ヘアドネーションのやり方を知らないという
方は多いのではないでしょうか。簡単にヘアドネーショ
ンやそのやり方を知っていただき、自分だけでなく、周
りにもヘアドネーション活動を広げていただければと思
います。

　会津中央病院フリーマーケットが4年ぶりに開催されます。ライブなどのス
テージイベントの他、激安市や様々なグルメが楽しめる飲食スペース、掘り出し
物が数多く発見できるフリーマーケットスペースなど、お子様から大人まで1日
中楽しめるイベントになっております。今年は花火大会も実施予定です。乞う
ご期待ください。9月30日まで出店者を募集しております。一般参加の方をはじ
め、販売業者、プロの方の参加も大歓迎です。
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会津中央病院フリーマーケットが開催されます

〈主な経歴〉
・ 量子科学技術研究開発機構
  QSTアソシエイト
・ 群馬大学特別教授 / 名誉教授
・ 福島県立医科大学教授
・ 日本学術会議　連携会員
・ 一般社団法人日本量子医科学会　理事長
・ 国際原子力機関IAEA/RCA日本政府代表
・ 認定NPO法人放射線医療国際協力推進

機構　理事長
・ 国際放射線神経生物学会　顧問
・ 日本癌治療学会　名誉会員
・ 日本放射線腫瘍学会　GOLDメダル
・ 日本婦人科腫瘍学会　名誉会員
・ 日本食道癌学会　名誉会員
・ インド放射線腫瘍学会　名誉会員

〈受賞〉
外務大臣表彰受賞、日本放射線腫瘍学会
Gold Medal賞、International Research 
Promotion Council Gold Medal、インド
放射線腫瘍学会ディンショウ記念講演賞、
日本医学放射線学会優秀論文賞、日本放射
線影響協会研究奨励賞受賞　など

紹介受診重点医療機関とは？
　「紹介受診重点医療機関」とは国の制度見直しにより
新設されたもので、外来受診の際に、紹介状が必要となる
医療機関です。救命救急センターをはじめ手術や検査、が
んの治療など、高度医療機器・設備を有し高度医療が提
供できる病院です。

P R O F I L E

中 野  隆 史

会津中央病院　病診連携室
TEL：0 2 4 2 - 3 3 - 7 1 0 0
https://www.onchikai.jp/byousin

お問い
合わせ

ブローチェウェルネス
TEL：0 2 4 2 - 2 2 - 1 0 9 0
https://wellness.broche.jp

会津中央病院フリーマーケット実行委員会
TEL：0 2 4 2 - 2 5 - 1 5 9 3
https://www.onchikai.jp/free-market/

お問い
合わせ

お問い
合わせ

　寄付が可能な髪の毛は、31cm以上の長さが
必要です。カラー・パーマ・ブリーチ・グレイヘア
も問題なくご寄付いただけます。

T O P I C ST O P I C S

2023年10月22日（日）10：00～
場所：ヒルズ天生
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〒965-8611　福島県会津若松市鶴賀町１ 番１号   TEL.0242-25-1515

外来受診の予約について   （平日8：30－17：00）

紹介状をお持ちでない方

※紹介状をお持ちでない方の受診予約は各診療科へお問い合わせください。
※診療時に特別の料金として 7,000円を頂きます。

会津中央病院
TEL. 0 2 4 2 - 2 5 - 1 5 1 5（代）

医療機関からのご紹介又は紹介状をお持ちの方

※紹介状をお持ちの方は病診連携室で受診予約を承っております。

会津中央病院　病診連携室
TEL. 0 2 4 2 - 3 3 - 7 1 0 0

   「間食の、すすめ！」

　「栄養の日」があることをご存じでしょうか。2017年に制定され、8/4 が栄養の日、

8/1 ～ 8/7 を栄養週間として、毎年テーマが設けられています。今年のテーマがタイト

ルにある「間食の、すすめ！」です。

　生活が多様化する中、食に関する課題も多様化しています。働くようになると、仕事

の他に趣味や交際範囲が増え「1 日 3 食、規則正しくバランス良く食べる」ことは無理、

と思ったことはありませんか？　しかしこれらが続くことで「栄養不足」となり、時には

意外にも「カロリー不足」にもなってしまいます。そのため、これらの解決手段として、

いわゆる朝昼夕の食事が無理なら、他の時間帯に栄養を補う「間食」に焦点を当てた、

というわけです。皆さんがイメージする間食とは、意味合いが少し違いますね。日本栄

養士会では、どのような場面がこの間食に当てはまるか、10 のケースを想定して挙げ

ています。

 1. 仕事で帰りが遅くなる

 2. 朝はぎりぎりまで寝ている

 3. 在宅ワークが中心となり、外出しない

 4. 夜型の仕事をしている

 5. お酒は強くないけど、飲み会が好き

 6. 休み時間が取れない

 7. 長時間、神経を使う

 8. 夜勤がある

 9. 体を鍛えている

 10. 休日はご褒美デーにしたい

　いかがでしょうか、当てはまるケースはありましたか？珍しいケースばかりではないの

ですが、ただでさえ現代社会においては、この他の様 な々事情や無意識のうちに「栄

養不足」「カロリー不足」になりやすい、と言われています。「1 日 3 食」にこだわらず、

そして「規則正しく」なくても、結果的に「バランス良く」食べるための考え方と手段が今、

変化してきています。

2023

http://www.onchikai.jp
一般財団法人 温知会 会津中央病院
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